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各　位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭化成ケミカルズ株式会社

「ハイポア」設備能力増強について

　旭化成ケミカルズ株式会社（本社：東京都千代田区、社長：藤原　健嗣）は、この度、国内外の旺盛なIT・デジタル機器の需要に伴うリチウムイオン電池の需要増大に対応するため、2006年1月の稼動を目指し、滋賀県守山市のハイポア工場内にリチウムイオン電池用セパレータ「ハイポア」の生産設備を年産3600万m2増強することを決定しましたので、お知らせします。

なお、昨年より建設工事中の増強設備は本年12月に稼動の予定です。今回の能力増強により、生産能力は2006年１月時点で年産9400万m2となります。今後も需要増が見込まれる中、安定供給体制を整備し、トップメーカーとしての地位をいっそう強固にする所存です。

1．背景、経緯

　当社製品「ハイポア」はポリオレフィンを原料とした多孔質フィルムであり、主用途であるリチウムイオン電池セパレータでは世界トップのシェアを維持しています。

　2004年12月には現在増強中の系列が稼動する計画であり、生産能力は現在の4600万㎡／年から5800万㎡／年に拡大致します。しかしながら、携帯電話、ノートブックパソコン、デジタルカメラ等のＩＴ機器の成長に伴うリチウムイオン電池の拡大を受けてセパレータ市場の一層の拡大が見込まれており、今回決定した新系列の建設によりお客様のご要望・ご期待に安定的にお応えできる供給体制を築くことといたしました。

2．能力増強計画の概要　　　

　

　・工場立地：滋賀県守山市（旭化成ケミカルズ（株）ハイポア工場）

　・能力増強：3600万㎡／年（トータル能力9400万㎡／年）

　・稼動時期：2006年1月

・投資額：約30億円

【ハイポアについて】

「ハイポア」はポリオレフィンを原料とした多孔質フィルムであり、主に携帯電話、ノートブックパソコン、デジタルカメラ等のＩＴ機器に搭載されるリチウムイオン電池のセパレータとして使用されています。セパレータは、電池の正極・負極間に位置するフィルムで、正極と負極の接触を遮断しショートを防止すると同時に、正極・負極間でイオンを透過させる機能を有しています。

【本件に関するお問い合わせ先】

旭化成株式会社　広報室　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　03－3507－2060

旭化成ケミカルズ株式会社　ハイポア事業部　　　　ＴＥＬ　03－3507－2258
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